
2026年6月20日(土)

ハンズオンセミナー

10:40 ~ 12:40 | 第5会場（ウインクあいち 6F 展示場602＋603）
ハンズオンセミナー3　口腔内スキャナ－・ハンズオンⅠ－ベ－シック・コ－ス－

[HS3] 口腔内スキャナー・ハンズオンⅠ
　ー ベーシック・コースー
*馬場 一美2、近藤 尚知1、*今 一裕3、*深澤 翔太3、*高藤 恭子1、*大黒 英莉1、*岩内 洋太郎2、*芦田 圭介2 (1. 愛知学院
大学　歯学部　冠橋義歯・口腔インプラント学講座、2. 昭和医科大学　歯学部　歯科補綴学講座、3. 岩手医科大学　
歯学部　歯科補綴学講座)

ハンズオンセミナー

10:40 ~ 12:10 | 第6会場（ウインクあいち 7F 展示場702＋703）
ハンズオンセミナー5　磁性アタッチメントを習得する～技工操作から取り付けまで～

[HS5] 磁性アタッチメントを習得する
～技工操作から取り付けまで～

*栗原 大介1 (1. 鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座)

ハンズオンセミナー

14:00 ~ 16:00 | 第5会場（ウインクあいち 6F 展示場602＋603）
ハンズオンセミナー4　口腔内スキャナ－・ハンズオンⅡ－アドバンス－

[HS4] 口腔内スキャナー・ハンズオンⅡ
　ー アドバンス ー
*近藤 尚知1、*馬場 一美2、*深澤 翔太3、*今 一裕3、*高藤 恭子1、*大黒 英莉1、*岩内 洋太郎2、*芦田 圭介2 (1. 愛知学
院大学　歯学部　冠橋義歯・口腔インプラント学講座、2. 昭和医科大学　歯学部　歯科補綴学講座、3. 岩手医科大学　
歯学部　歯科補綴学講座)

ハンズオンセミナー

14:00 ~ 15:30 | 第6会場（ウインクあいち 7F 展示場702＋703）
ハンズオンセミナー6　補綴治療を支える口腔機能低下症の検査と管理

[HS6] 補綴治療を支える口腔機能低下症の検査と管理
*古屋 純一1、*大澤 淡紅子1 (1. 昭和医科大学歯学部口腔健康管理学講座口腔機能管理学部門)
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ハンズオンセミナー

2026年6月20日(土) 10:40 ~ 12:40 | 第5会場（ウインクあいち 6F 展示場602＋603）
ハンズオンセミナー3　口腔内スキャナ－・ハンズオンⅠ－ベ－シック・コ－ス－
協賛：デンツプライシロナ株式会社、ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社、インビザライン・ジャパ
ン合同会社、ストローマン・ジャパン株式会社、3Shape  Japan 合同会社、株式会社ジーシー、株式会社ヨ
シダ、株式会社モリタ

本ハンズオンセミナーでは、多種多様な口腔内スキャナーを実際に手にして、インプラントの印象採得など
を模型で経験する機会を設ける。

[HS3] 口腔内スキャナー・ハンズオンⅠ
　ー ベーシック・コースー
*馬場 一美2、近藤 尚知1、*今 一裕3、*深澤 翔太3、*高藤 恭子1、*大黒 英莉1、*岩内 洋太郎2、*芦田 圭介2 (1.
愛知学院大学　歯学部　冠橋義歯・口腔インプラント学講座、2. 昭和医科大学　歯学部　歯科補綴学講座、3.
岩手医科大学　歯学部　歯科補綴学講座)

セッション 公益社団法人日本補綴歯科学会第135回学術大会
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ハンズオンセミナー

2026年6月20日(土) 10:40 ~ 12:40 | 第5会場（ウインクあいち 6F 展示場602＋603）
ハンズオンセミナー3　口腔内スキャナ－・ハンズオンⅠ－ベ－シック・コ－ス－
協賛：デンツプライシロナ株式会社、ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社、インビザライン・ジャパン合同会社、ストローマン・ジャ
パン株式会社、3Shape  Japan 合同会社、株式会社ジーシー、株式会社ヨシダ、株式会社モリタ

[HS3] 口腔内スキャナー・ハンズオンⅠ
　ー ベーシック・コースー

*馬場 一美2、近藤 尚知1、*今 一裕3、*深澤 翔太3、*高藤 恭子1、*大黒 英莉1、*岩内 洋太郎2、*芦田 圭介2

(1. 愛知学院大学　歯学部　冠橋義歯・口腔インプラント学講座、2. 昭和医科大学　歯学部　歯科補綴学講
座、3. 岩手医科大学　歯学部　歯科補綴学講座)
キーワード：口腔内スキャナー、ハンズオン、ベーシック

昨今，CAD/CAM冠の口腔内スキャナーによる印象採得が保険収載される予定であることが周知
され，日常臨床の現場で口腔内スキャナーを活用する機会が増加することが予想される．これ
まで，口腔内スキャナーを手に取る機会がなく，導入を躊躇されている会員が多いことから，
本ハンズオンでは，数種類の口腔内スキャナーを試用できる機会を設ける．セミナーの受講後
には，自分に合った一台を選択するための十分な情報収集ができているはずである．

公益社団法人日本補綴歯科学会第135回学術大会
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ハンズオンセミナー

2026年6月20日(土) 10:40 ~ 12:10 | 第6会場（ウインクあいち 7F 展示場702＋703）
ハンズオンセミナー5　磁性アタッチメントを習得する～技工操作から取り付けまで～
協賛：株式会社モリタ、株式会社ケディカ

[HS5] 磁性アタッチメントを習得する
～技工操作から取り付けまで～

*栗原 大介1 (1. 鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座)

セッション 公益社団法人日本補綴歯科学会第135回学術大会
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ハンズオンセミナー

2026年6月20日(土) 10:40 ~ 12:10 | 第6会場（ウインクあいち 7F 展示場702＋703）
ハンズオンセミナー5　磁性アタッチメントを習得する～技工操作から取り付けまで～
協賛：株式会社モリタ、株式会社ケディカ

[HS5] 磁性アタッチメントを習得する
～技工操作から取り付けまで～

*栗原 大介1 (1. 鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座)
キーワード：磁性アタッチメント、吸引力、可撤性有床義歯

超高齢社会において可撤性有床義歯を装着する患者は確実に増加することが予測される．それ
に伴いクラスプのみならずアタッチメント，インプラントを支台装置に用いた可撤性有床義歯
の多様化が求められている．磁性アタッチメントは他のアタッチメントのような機械的な維持
機構でないため，有害な側方力や回転力を支台歯に伝達せず，義歯の維持，安定に寄与できる
ことが大きな特徴である．したがって，超高齢社会において受け入れやすい義歯の支台装置と
考えられる．磁性アタッチメントの維持機構は磁力を用いているため，小型でシンプルな形状
で，維持力の低下が少なく，取り扱いが容易であることなど多くの利点がある．しかし取り付
けの不備は吸着面間のギャップによる維持力（吸引力）の著しい低下をもたらすため，義歯床
に組み込まれる磁石構造体と根面板に含まれるキーパーを正確に位置付け固定することが重要
である．取り付け操作の失敗には吸着面へのレジンの迷入や重合収縮によるエアギャップなど
の磁石構造体の位置ずれが挙げられる．磁性アタッ チメントは近年，保険収載されたことか
ら，補綴医としてはぜひ身に付けていただきたい臨床技能であり，本ハンズオンセミナーで
は，磁性アタッチメントの技工操作から取り付けまでをビデオを併用して解説し，磁石構造体
を義歯床に取り付けるスキルを習得していただきたく前回に引き続き，企図したものである．

公益社団法人日本補綴歯科学会第135回学術大会
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ハンズオンセミナー

2026年6月20日(土) 14:00 ~ 16:00 | 第5会場（ウインクあいち 6F 展示場602＋603）
ハンズオンセミナー4　口腔内スキャナ－・ハンズオンⅡ－アドバンス－
協賛：デンツプライシロナ株式会社、ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社、インビザライン・ジャパ
ン合同会社、ストローマン・ジャパン株式会社、3Shape  Japan 合同会社、株式会社ジーシー、株式会社ヨ
シダ、株式会社モリタ

本ハンズオンセミナーでは、多くの協賛企業の協力を得て、多種多様な口腔内スキャナーを実際に手にし
て、インプラントの印象採得などを模型で経験する機会を設ける。

[HS4] 口腔内スキャナー・ハンズオンⅡ
　ー アドバンス ー
*近藤 尚知1、*馬場 一美2、*深澤 翔太3、*今 一裕3、*高藤 恭子1、*大黒 英莉1、*岩内 洋太郎2、*芦田 圭介2

(1. 愛知学院大学　歯学部　冠橋義歯・口腔インプラント学講座、2. 昭和医科大学　歯学部　歯科補綴学講座、
3. 岩手医科大学　歯学部　歯科補綴学講座)

セッション 公益社団法人日本補綴歯科学会第135回学術大会
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ハンズオンセミナー

2026年6月20日(土) 14:00 ~ 16:00 | 第5会場（ウインクあいち 6F 展示場602＋603）
ハンズオンセミナー4　口腔内スキャナ－・ハンズオンⅡ－アドバンス－
協賛：デンツプライシロナ株式会社、ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社、インビザライン・ジャパン合同会社、ストローマン・ジャ
パン株式会社、3Shape  Japan 合同会社、株式会社ジーシー、株式会社ヨシダ、株式会社モリタ

[HS4] 口腔内スキャナー・ハンズオンⅡ
　ー アドバンス ー

*近藤 尚知1、*馬場 一美2、*深澤 翔太3、*今 一裕3、*高藤 恭子1、*大黒 英莉1、*岩内 洋太郎2、*芦田 圭介2

(1. 愛知学院大学　歯学部　冠橋義歯・口腔インプラント学講座、2. 昭和医科大学　歯学部　歯科補綴学講
座、3. 岩手医科大学　歯学部　歯科補綴学講座)
キーワード：口腔内スキャナー、ハンズオン、アドバンス

スキャンに要する時間だけでなく、ハンドリング、ソフトウェアの充実度について、経験豊富
な講師からアドバイスを受け、口腔内スキャナー活用のメリットが実感できるセミナーとする
予定である。アドバンスコースでは、臨床の現場を模し、スキャンボディを用いたインプラン
トの印象採得などにトライする。セミナーの受講後には、自分に合った一台を購入するための
十分な情報収集ができているはずである。

公益社団法人日本補綴歯科学会第135回学術大会
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ハンズオンセミナー

2026年6月20日(土) 14:00 ~ 15:30 | 第6会場（ウインクあいち 7F 展示場702＋703）
ハンズオンセミナー6　補綴治療を支える口腔機能低下症の検査と管理
共催：一般社団法人 日本老年歯科医学会
協賛：株式会社ジーシー、株式会社ヨシダ

[HS6] 補綴治療を支える口腔機能低下症の検査と管理
*古屋 純一1、*大澤 淡紅子1 (1. 昭和医科大学歯学部口腔健康管理学講座口腔機能管理学部門)

セッション 公益社団法人日本補綴歯科学会第135回学術大会
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ハンズオンセミナー

2026年6月20日(土) 14:00 ~ 15:30 | 第6会場（ウインクあいち 7F 展示場702＋703）
ハンズオンセミナー6　補綴治療を支える口腔機能低下症の検査と管理
共催：一般社団法人 日本老年歯科医学会
協賛：株式会社ジーシー、株式会社ヨシダ

[HS6] 補綴治療を支える口腔機能低下症の検査と管理
*古屋 純一1、*大澤 淡紅子1 (1. 昭和医科大学歯学部口腔健康管理学講座口腔機能管理学部門)
キーワード：口腔機能低下症、オーラルフレイル、チーム医療

超高齢社会の進展に伴い、口腔機能低下症はオーラルフレイルの重要な構成要素として位置づ
けられ、健康寿命の延伸や補綴治療の長期予後に大きく関与する病態として注目されている。
口腔機能低下症は、口腔機能の軽微な低下が複合的に生じる段階であり、早期に評価・介入を
行うことで機能低下の進行抑制が期待される。そのため、日常臨床において口腔機能を適切に
評価し、継続的に管理していく体制の構築が求められている。補綴治療においても、単に欠損
補綴を行うだけでなく、咀嚼・嚥下・構音といった口腔機能を包括的に評価し、機能低下を早
期に捉え、適切に管理していく視点が不可欠である。本ハンズオンセミナーでは、口腔機能低
下症の診断に必要な口腔機能精密検査について、臨床現場で正確かつ効率的に実施するための
手技を習得することを目的とする。具体的には、口腔衛生状態、口腔乾燥、咬合力、舌口唇運
動機能、舌圧、咀嚼機能、嚥下機能といった各検査項目について、測定方法、評価のポイン
ト、結果の解釈を整理し、検査結果を口腔機能管理や補綴治療、オーラルフレイル対策へつな
げる視点を共有する。本セミナーは主に歯科衛生士を対象とし、歯科医師の参加も想定したう
えで、歯科医師と歯科衛生士がそれぞれの役割を理解し、協働して口腔機能低下症の評価と管
理を行う臨床の実践につなげることを目指す。

公益社団法人日本補綴歯科学会第135回学術大会
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